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〔システム創成工学教育プログラ

ム学習・教育目標〕 

D-1(70%)，B-1(30%) 

〔JABEE 基準〕 

 

（d-2a），（c） 
〔講義の目的〕 
  本講義は、4 年次までに学習した数学および応用数学の基礎知識を駆使し、工学的な諸問題に展開、

解決できる能力を養うことを目標とする。 

〔講義の概要〕 
  講義は、諸定理の復習と理解に始まり、具体的な例題を中心に行う。この例題は、これまでの専門

科目の履修時に示された内容を中心とし、その解法ならびにその解の特徴について説明する。 
 
 
 
〔履修上の留意点〕 
授業内容の理解には、教科書に基づき進めるが、これまでの授業で作成したノートや、定期試験など

を参考にしながら、常に復習することを勧める。また、工学的問題への展開については、定式化、解法

ならびに解の特性などについて考察しながら、単なる式の変形だけに留まることなく、得られた解の本

質的な意味の理解に努めること。 
 
 
 

〔到達目標〕 
前期中間試験：１）常微分方程式の解法の理解、２）2 階線形微分方程式の解法の理解、３）ベクトル演算の理解、

４）振動工学および流体力学問題への応用 

前期末試験：  １）複素数の演算、２）複素関数の微分・積分の理解、３）フーリエ変換による偏微分方程式の解法

の理解、４）ラプラス変換を用いた制御工学問題への応用 

 

 

 

 
〔評価方法〕 

定期試験(70%)、演習課題(30%)などを総合して評価する。 

〔教科書〕 
 「教科書名：理・工基礎 解析学」，出版社：裳華房，著者：田辺行人、大高一雄共著  
 
〔補助教材・参考書〕 

「参考書名：工業数学Ⅰ」，出版社：森北出版，著者：水本久夫 
「補助教材：配布プリント」    

〔関連科目・学習指針〕 
 数学α・β、微分積分Ⅰ、Ⅱ、代数・幾何Ⅰ、Ⅱ、応用数学α・β、流体工学Ⅰ、振動工学、電

気工学、制御工学 
 すでに学習した内容をもとに、機械工学における諸問題解決に向け、的確なアプローチできるよ

うに勉強して欲しい。 
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講義項目・内容           

週数 講義項目 講義内容 
自己 
評価＊

第１週 １階の常微分方程式 
１階常微分方程式の解法を理解する。簡単な微分方程式と解き、流体の

静力学問題へ応用する。 
 

第 2 週 ２階線形微分方程式 
２階線形微分方程式の解法(定数変化法)を理解する。 
２階線形微分方程式の解法(演算子法)を理解する。 

 

第 3 週 連立微分方程式 定係数の線形微分方程式の解法について理解する。  

第 4 週 強制振動問題 １自由度減衰強制振動問題を解き、減衰挙動を確認する。  

第 5 週 ベクトルの内積・外積 ベクトルの内積および外積を学習する。調和振動の合成問題を解く。  

第 6 週 ベクトルの微分 
ベクトルの微分を学び、曲線･曲面のベクトル表示を理解する。質点の運

動をベクトル表記し、速度ならびに加速度の座標変換を理解する。ベク

トル場の勾配、発散、回転を学習する。 
 

第 7 週 ベクトル場の積分 
ベクトル場の積分を学習し、ガウスの発散定理を理解する。流体力学に

おける連続の式と運動方程式の導出を理解する。 
 

第 8 週 行列と行列式 
行列の基本演算をもとに流体力学における運動方程式の座標変換に応用

する。 
 

第 9 週 複素数と複素関数 
複素数の四則演算と初等関数を理解する。正則関数とコーシーリーマン

の関係式を理解する。非粘性２次元ポテンシャル流れ問題を解く。 
 

第１0 週 複素積分と関数の展開 
複素積分、留数定理を実積分へ適応し、その解を求める。テイラー展開

とローラン展開を学び、関数の特性を理解する。 
 

第１1 週 フーリエ級数 
フーリエ級数展開について学習する。調和振動の分析についてフーリエ

級数を利用して行う。 
 

第１2 週 フーリエ変換とラプラス変換 
フーリエ変換および逆変換の定義を理解する。ラプラス変換および逆変

換の定義を理解する。 
 

第１3 週 制御回路の伝達関数 制御回路の伝達関数をラプラス変換により求める。  

第１4 週 偏微分方程式(型の分類) 
２階線形同次型偏微分方程式の型の分類を理解する。変数変換、変数分

離により偏微分方程式の一般解を求める。 
 

第１5 週 
フーリエ変換による偏微分方

程式の解法 
熱伝導方程式(無限領域)の解をフーリエ変換により求める。  

前期期末試験 

＊４：完全に理解した, ３：ほぼ理解した, ２：やや理解できた, １：ほとんど理解できなかった, ０：まったく理解できなかった． 

 （達成） (達成) (達成) (達成) (達成) 


